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l はじめに
山形県西置賜A:-I)の小i玉IHIJは，おおよそ北粋380，東経 1400近くに位置し，ブナ帯に!寓する 1) (第1図)
04Okm 
i~~ 1 1泊 MI ヲピ ムj 象 i色 Jl~ 
ブナ帯とは， 温室治安土 45~ 851Jfに
発達す る冷温花:洛葉樹林帯を意味す
る2) ここには有用な動.j宙物が多く .
それらは古 くから資源として活用され
てきた.とくに来日本の山地ではy そ
れらの山地資説、の利用が人々の生活隊
式の形成に大きな役割を果 たし てき
た . かつて生活の中で重要な部分を ，~i
めたj守猟や探集といった素朴な利用形
態は，その後，稲作や養蚕をはじめ 3
近年では観光業や正~I 冷地野菜栽惜の場
入などによってその意義を減じ， 変質
したり， 1ì~í i~J~ さ えしてきた . しかし 3
山地資源や山域を利用するという特性
は3 フごナ:fW山村におけ る生活様式形成
の基底条件と なったはずで あり 3)，今
日それは弱まりつつあるとはいえ 3 そ
の環境に過 した新しい複合形態が形成
されつつあるはずである
このよ うな1m.'えから，我 は々， ブナ
:肝山村の生活様式と その特性を|明らか
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にするための 1つの事例として， ここではLLi形県の位協小国を例に， とくに生業をつくるJ3!-i長として
の山域;fumの変貌とその窓誌を検討する.小l;ilは U_/)I";JI誌の前 l~jYIM . 新潟県との県 JJ~ に位位し， )i'ilIIi:lを
山にrmまれた地域で， 'Í云 M~I'J'J 1.よ生活様式を比較的i最近まで32i く殺してきた . しかし，それは近年 3 と
くに1960年代のlEJj度経済成長期以降急速に崩壊しつつあり， フ、ブー ;n~; Ll.l 1寸の ~I羽生 とその変化をよく 制察
しうるj也i或と考-えられる
ところで我々は， 長崎県の白馬村や背エjZなどのUJ村において4)，3J1¥1'[行なわれている経済活動や，
かつて行なわれた経済活動の技象を手がかり(.こ地域生態論1:";J1iJi究を進めてきた. 地域生態ijHとV;J:， 
短にいえば5)， ある地域の人々が， ある1も:代の政治・経済的条件や以WJ水準に対応しながら，その地
域の自然 位置従前の産業悲~î{~ を評価 し ， 一般に最良の資源活用をはかるべく， :t.~業:形態、 ・ 来初lあ
るいは土地利FJを形成するさまを解明せんとする視点である. 従来のMI究成果によれば，生業や土地
利用の変貌と(ム 一般にIJj:1日!と空1¥1の利Jflの強度化をはかるべく，ある地域の各要素が専I"J分化して
いく過程といえるが，その対応の仕方はさまざまである. この点、にl刻する在諸積することも，本
M究のも う 1 つの 1~11~I'Jである
JL 地域の概況
小国 r!lT~'J，越後山Jl眠中の断層盆地をr+1心として，北i}ISは大朝日岳 (1.870m)，市 ;';-1)は飯j~kiJ_/ (2， 105 
m)を主1全とする連山に12Ilまれた地域である i，町主Iltifこ起泌をもついくつかの川)1がこの余地を持ち t
j設Eこを形成し，人々の生活の非合を提供しているが， 大自ら分は出1変なLlJ也j戒におおわれ‘ている. I r j~í)( 
は東西約15k01，南北51k01で，*日羽積は約740km2に達するが，その95%はLU林であり，人口は12，649
4こすぎない6) 気候は典型的な妥日本書!の気候であり，冬季には全lJi:jJfuifiの降雪がある. i置法積雪l主.
IUT I~コ心の平坦 t~fI)でも 2 7凡を|ごらないし 3 山I'M'jfilSでは 5，._ 6mにも及ぶ.また，地形の関係から，日fW
1キ1mが少ないことや秋りん現象が目立つことなども， この地域の気候上の特色である.これらの厳し
い自然条件は， 小田の人々の生活にさまざまな影響を及ぼしてきた.
小越後地ブ7と米沢を結ぶ組後街道沿いに発j主した小国本村を中心lこ， 1954~:1三に当 11与の荷/J， 
|習村 北小i主l村と合体合併し， 1960年には津川村を編入合併こして成立 した. これらの1¥:1村には各々 ，
玉川・荒川横川が流れ， これらの支流を含む流域に大小 100余におよぶ集j容が散，紅している. 1~1!先
山をめぐらす地形のため，他地域との交通が二iまから!到来であった.明治時代にな って現在の1J51巡113J;j-
械が漸く開i刊され， 1936年に米坂忠良が l~m)lli した. しかし， I~道さえ，冬季交通は 19751，:[:，以降やっ と同
保されるようになったにすぎない
JlJの中心部には， 1937年に立地した日本竜興株式会社〈現在の東芝セラミ yクスと!とi本意化学工
業〉があり7)，他の関連工場も立地する.そのため，第二次産業に従事ーする人口のj1nl合は 1975年で38.7
%に達し，山村にしてはかなり高い. しかし， I1J I~I二l 心部とiJ川rJの集部をお!iぶ冬季交j並は， ]975'if.以降
改良されつつあるが途絶することが多く， とくに山n日の集部では，農業と11Aかな林j2'C物に強く依存す
る伝統的生活が長いl'Ji営まれてきた.人口は1955年の18，366をピークに減少の一途をたど り， 小[同(j:
I:U綜ぎ問!選ばかりでなく 3 過疎化にも悩まされてきたが， 近年では人口減少本¥j:~ií制じ してきた
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Jlt伝統的生業形態における山域利用
伝統的生業形態11[-] 
そのため，人々ぬそのうちの70%強は国有林である小IEIJりでは全加積の約95%が山林であるが，
あくまでも農業を主体として彼らの生業形態をつくってきた.くから，
まず:1935年頃の生業第二次世界大戦前の北小1の経済活動を考察した上EIの論文8)などを参考に，
他の 31日付では90%近くを占めていた (第成家:宇治2小国本村をi徐き p形fLEとJ:.J也利j刊を概すると ，
耕地は戸r)ItJiE ]弘之).彼らのほとんとは問:業であったが，経営規模の小さい小作や自小作が多かった.
森林の大部分はブナやミズナラなどの
第 l京農家;lfJ合と操業経営戸数 (1935年)
一 J「γ!…一諒家-託総削側山山、J数似、数刻搬数似|悦似竺片γ良版竺片家T?T一¥!!一iリ怜j恰合竺型些竺型也一空竺竺些一室竺竺引! ベと円Iι1:竺?一一農蹴蹴家数 [一一一型?|リl
仰 I (タ〉(い万F業〆(兼染 (自小川弘司 [0日 hal1....2ha12ha以上
北小国 I 291 I 91 I 250 i 41 I 70 i 75 I 146 I 152 I 79 I 54 I 9 
ry:j I卜l長lI 195 I 88 ! 164 I 31 I 101 I 41 I 53 1 45 1 44 I 94 ! 12 
i~jじ )1 1 i 326 I 91 1 326 1 0 I 219 I 82 I 25 I 59 I 186 I 42 1 39 
小I'fJ木村 720 1 67 I 513 I 207 1 155 1 403 1 162 i 190 1 193 I 247 I 90 
-，~， .._._- 可一司両一五日訂可づ7J二両づι戸「
吋じ小1mの分について統計上の誤他があり，合計があわない.
!íジ fmï~ま さí~ て森林におおわれていたJ1Jxの狭いtji.J長[J告にl決らjし，
スギの植林地と草刈場が集溶の近くにみられるにすぎなかった.
しかし ，集活に近い部分は薪炭の獲得ー などのために利
森林は?在葉樹林からなる天然林で，
ほとんど伐j采されなかった交通が不便なため，
刑された，南小国を!除くと， MJ血の70%以上が水 133 で 3 農業は米作が 1~-1 心であった.桑|習が砂疎地や山
ダイコノくレイシ ョアスキ;:'!fifi1:1tlは宅地の近くに存在 し，こ こではダイズりの緩斜面にff:られ，
また，麓の原野を利用 して， iカノ」と呼ばれる焼ンなどのさまざまな自給JTI作物が栽培ーされていた.
モロコシなどはほとんど作られなかったのヒエよ1が若干行なわれ，ソパが少し栽培さオしたが，ア ワ
これに11Il地での{韮かの商業的農業と 自給月多く の農家が稲作を中心と して3このようトこ/ト で、Vi.， 
n詰品作物としては，養j乏し、!出あtけらオもできた作物の栽培を組み合わせて:1.業のI:lk本とすることが，
後者のそれコ ウゾなどの栽i者が行なわれた1i~j:}Uj もあ った が 10)， アオソウノレシ蚕のほかに，
f事政I'~j:代から第三次 世界大戦頃までの問を通じて養蚕が最ーも重要なものであっらは1¥1もなく衰退し 3
rltJ 
)J主主:多く の農家がこれを行な うよ うになったが，第二次 1:界大戦後には|京と!この飼育が導入され 3
何れにせよ y 既にみたよ うな/ト[Elの厳しい自然.mH!生産額に Iliめるその割合は20%1，こみたなかった.
とりオっけ悲i;玲ノ1:.計を維持するのにさまざまな71';1業の存在E必然ならしめたや経営規模の零細 I~tVj:， 
その必ブナという環境の 1:1で年によ る収量の変動i慌が大きいこと など も，jfLjfとと もいえる稲作は，
jおi(~に分布する UJJ或の活用であ っ たこオしを可fiEにしたのが，必I~I~を ~}Wi 出i めた
山地の来リ
稲作は冷夏や初駄の1&
義援とともに，
労働の季節配分をみると，
水田耕作1937(rl三頃の重要な生業と して，
それに少数であるが1'，稼ぎが挙げられていた.
fJ'ij述の j二11の論文によ っても，
，?
??
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fJRの襲来を避けるため， なるべく 1摘を 早めるように工夫されていた.3月の末，まだ雪があるうち
に推Jl~ を 7Jく問に運び， 15代には木灰またはこ!こをまき ，あるいは くして I~\~ l雪を早め 1 1当:則がくれば除
雪して 5月初旬に播航した. ついで撃地して， 6月10日[設には!王をし， 9月末から10月上旬(，こはJ!記
入れがなされた。養蚕は， EI~1直後と 8 月 lこ行なわれた. 1920年代の最焼却jには生糸にがJいだが，その
後は繭のまま出荷された. このような農業活動の合nをぬ 什て，さまざ‘まな山城キIjJlJの活動が行ーなわ
れてきずこわけで、ある
jff-2 伝統的なLil或の利用形態。新炭の製造
長い間営まれてきた，しかも重要な山地の利用形態として， 主ず示ir切り や木炭の製法が挙げられよ
う.新は炊事燃料としてのほか， 冬季の li変 Jj~. のために必要不 li]クミ であっ fこ ~~jr切りは 3 雪が!固まる 2
月から 3月にかけて行なわれた.私有林， 共有林のほか， 払い iごげを受けた|盃!千fi、本fこ入り， フIナ材ー な
どを伐採し，それを縫で直接宅地に迎んだり， あるいは川の近く主で燥で/:Uし， 10月下旬:こ雪が降る
前に)11に流し.宅地に運んだ.宅地では，縦4.2尺(1 .2611 ) I HI'i6尺 (1. 8m ) ， 1 ~'IÎ さ 5 尺(1. 5111) の
がi抑iをつくり乾燥した11) かつてはどの家でも， 一冬:ここの手Ifi加を 3~ 5 H!n必要と した. しかし，近
年では灯油などの埠入により，訴をたく家は少なくなった
炭焼は，交通条件が改良された昭和初期頃からイ子手IJな現金収 入()j~l となり ， ì~iJlJ し 7 る長と
して急速に発達した. これは，共有林や， とくに国有林の ~iir炭共用林 ~lfにお いて 3 プナ- ミス、ナラ
イタヤ .グリなどを)}衣料とし て行なわれた. 北小|羽のがりを λても 7 木炭の生産量は1913年頃には約
40 tにすぎなかったが， 鉄道l~j~J1fl i&の 1937 i:jミには約560 tにふえた(第2閃).小|五|におけー るi長ーも--fi]支
3，500 
1，5001 
1，000 
[f@J小国町会仰木炭生産量
園北小国の木炭生産量
1929 iき351937 1957 1960 
?rt 21立iノj、i主PIlJにおける木j長引陀の1ft移
~tll : I11 n; Yi~ 1本業j;灯 1 ，ノト1t~i1l1T明山氏などから竹 J!X.
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1
'
';な炭焼形態は， ;'}l停で共同でヰの払い下げを受け， それをくじ引して個人に分割し，各自
こに祭を築いて炭を腕くと いうものであった. 10月下旬から楽作りが始まり，その後3月下匂まで炭
焼が行なわれた. ::~i，Jïl宣伝 6 )そ(1.8m)， ~::i さ 5 尺 C 1. 5m) の小さなもので，1}立に 4"'-'5 依( ]俵
8 fft) しカ "J， PJ:できなか〉たが ] 冬 l こ ] 人で 100~ 150W生産したという . 雪が深く， 原料の伐採
も3 ニ荷負つての炭の柄引+1も大変な仕事であ 勺た. 炭焼は第二次 1:界大戦後も暫くの問臨んであった
が， 1960年頃以降 ， 需要の減少や国有林の治林事業によ~-)て， 急速に衰退 した.北小閣の五味沢の例
をみ、ると，炭焼に従事して いた人数は， 第三;大大戦中には約20人であっ たが， 1955年頃lこはその数は
8人と なり， 現在ではI!仕 1人がこれに従事しているにすぎないという
2) LI菜と茸の採集
山地利用の三つめの形態は， 宅地の問辺から|司有林の普通共用林聖子までにおける食料としてのL!
35，茸矧あるいは木の実の係集であ .~')た . LLI~の採集は， 雪解け直後の前山でのフグノズ〈フキノト
ウ) .コゴ ミ(クサソテツ〉 の採集で始まった。 5月中句から奥山にもJ采集範囲を 広げ，ゼンマイ
ウ ド シト。ヂナ 〈モミジガサ)・シ ョーデ (シオデ)， 6月に入るとワラ ピ・ブキ .ミズ(ミズナ〉な
どを採集した.ゼンマイ以外の山菜は一般に野菜といわれ， その筏類は30種類にものぼる]皇ーから駄
にかけては， ナメコ マイタケ アガキノコ(マスタケ〉 ムキタケ・ワガイ(ヒラタケ)・シシタケ
キクラゲなどの多間多様な茸類や卜チ グルミ ヤーマゲりなどの木の実が採集された.これらの多くは
r~:J家 用で，春や秋の食卓に供さ れノアニ キ=.t:， 什1)は乾物あるいはj話漬けにされ，積雪期の大切な
食料になっ た これらのう ち? とく にゼンマイと ナメコの探1支や栽培が，山城利用の経済活動と いう
I ~ .I，で，炭焼とともに最も重要なものとな ':)てきた これら も現在では衰退傾向にあるがp 今J=iまだ続
けられており，近年のー一つの特徴的な土地利用である「ワラ ビHl}J12)とともに後で述べる
3) 木地の製作ことH猟
木j也の製作，木の皮や/)るの)JIlT_， 1~F猟といった形での山城の利用も，かつては山間集洛の住民に
とって重要な現金収入源であった. 木地の製造は， 小国では五味?尺や赤沢で盛んであった13) とこで
は 同開のjl!:汗Jな雑木を利用 して， +1:li ・ ~i~ 杓 干 ・メンツなどが作られた . 木地にする木は夏に伐採
し，そのまま山に放置し， 私'十こ水量:が多くなったl時期に各家の区別のために「判」を山刀で彫って目
印をつけ，共同で川に流して述んだ14)冬になって， んような〈手斧〉で荒型を作り，水力ろくろで
木地を作った. I~l 木の まま会t牲に出し 1白こ ものもあ，')たが， 多くは詮りを施して商Ifj!とした!日. これら
の起 や政哀についてはつまびらかではないが ~Iir沫沢塗りは大正初期に表徴し， 1922年に斉際某に
よっ て再建され， 工場が設立されたが， 1952年頃再び消滅 してし主 ，')1ことい う. しかし，木i也の製造
は， これらの集治ではト!ー昨冬季の重要な1;'IJ3itSであ 1 た
本のJ支やつるの1J1l工も仁冬の話Ij業として行なわれた たとえば，フ， 1，ウの本!支から山刀の袋やノ、ヶ
マタタピやアケビのつるから-ザノレやテンコ i/_，f!r:られ， マダ(シナノキ〉からはl支を来iJmして昼飯
袋，木P一氏の i~'I) 分を手Ij JlJ して|涼子旬'な どが作られた . これらの材料は10~1l月にかけて採収し，水める
いは古rpに保存し，冬に し7こ. これらはlまとんどが女I'lの{士)1主で、あ 4〉fこ.
je!j:猟は，:l[二小i主|の徳fl2J.令 I~I ノトI丸 I=P川の!.Ci(i'(ペ_)m小IJK)の長者lJi{・小玉川などで盛ん で，
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翼冬のアオシシ(カモ シカ〉 到:りと春と秋のti&狩 りが主なものであった16) これらの集裕には;J:I越ま
たぎ共通の， d守猟にまつわるイヌ説， U-'言葉や狩a7i¥?去?狩猟組!などが存不Eしていた17) しかし， これも
カモシカが天然記念物に指定されたか 厳しい戒伴と作法にしばられることから若者に敬遠され9
1955年頃には衰退した.現在三では， 狩猟はウサギ・ニヤジ・ヤマドリ・タヌキなどを対象に趣味"1りに行
なわれており p 熊は小i主1 lI!}全インドで、年30~則立が仕止められている
4) かやと干草の採取
山城のもう一つの重姿な矛IJH:J形態が， 入会山でのかやと干 の採取であ コた これは現金収入訪日と
してよりも 3 家の保持や農業を営むために不可欠なものであった 利用には厳しい共同体'~1/0 )J~ 1;IJがあ
るのが一般で 3 この意味では， 共同体1'守|生絡の強い伝統的な生活版式を制i:NJーする仁|川家ともなってき
た.かやは屋根を葺くのと，冬lこ家の周囲に雪囲いをするのに必要であった.かやは， 10月下匂から
11月の降雪までのn:']~こ， かやj易で共同で採取された.メIJり取ったかやは一地えの大きさに束ねて，保
販後全員に平等に分配された. このかやは雪間いと して使用したあと，保存し，屋根葺きに利用した.
屋恨を葺きかえる家があるj易壬七 かやを1定供し合うかや無jまがあった
また，小匡!では大抵の農家ヵ:馬か牛を飼育していた ，I~(，:tl呉羽l や迎 jtij ~こ，牛は繁殖とJl巴育を目的と
して飼育された.これら家畜の 飼料として，あるいはとくに厩肥をつくるために， 1采ljiは農業経営上
必要不可欠なものであった. 5月上旬，1向雪とともに採草地に火入れをし， 匠!の平取が終る 7F~ 1=j:1句
から 8 月下旬にかけて草刈が千ラなわれた. 一般に ~I-:J草採取は個人で行なわれたが， J!日{革や午革の採取
は共同で行なわれた.その場壬弘 1戸あたりの人数(1;1出ミがなされていた. によ っては， 1采草地を
個人に分割したり，草が豊富たζとこ ろではいくら刈ってもよい場合もあった. メIJり液った翠[は， 1宗主主
地で乾燥させてから家に淫んfご. 小国ではDFi'草の成育がよく， ，主!有地の-i}l)も採草地として利用され
ていたため， かつては周辺農4寸ーから干草を買いにくるものも多かった
このように山村での生活に重要な意味をもっていた入会山も3 しかし，新建材の普及やとくに化学
肥料の出現によって， 1960年l演を境としてその多くが不用になった. これが 3 後で述べるワラビ町が
成立する直接的な条件となっ?と.
][-3 伝統的山域利用の特f~)Z
ノト匡!の伝統的な生業形態を担乏観してきたが，その特徴は 3 経済|杓には水田での稲作を 1~1 : 1 心とした も
のであったがp 農業だけではゴ三計を維持することができず， 災にさまざまな形での山城の利j刊を組み
合わせてきたこと にあった. しかも， その山j或の利用は，後で述べるナメ コ，ゼンマイやワラビ採取
も合めて，あくまで国有林と入会山の利用を lこ|二l核とした生産性の低いものであった. このことが，
方では住民が農業を中心にさ住吉十をつくることを余儀なくしたが，他方で、はそれを補うべく 1!IRji広いi上IJ或
利用の機会を提供する悲2となってきた
周知iのように東北諸県では， !亙有林野の割合が非常に正:jい. これは， J:也秘改正における明治維新1ネ
の勢力関係の反映とか，官民辛子IK分事業笑施の際の淳一者の欠如などから説明されているが 3 小田も
その例外ではなかった.i三I~1l~;・こ Jiliべたように p ノトi亘では， I fJ戒のほとんどを 12iめる林野iJfi積の70%
近年におけるプナ帯LJ村のJj域利用の変貌 115 
~~L 約 5 万haが国有林 01]である. このうちp おおよそ半分ほどが，入会林野の国有林への編入の代償
としての共用林として，住民のさまざまな利用に供せられてきた.たとえば， 1962年には18，891haに
ィ/す
お よ ぶ普通共J'FI ~キリ1}のほか，L899haの薪炭共用林
日1}と148haの放牧共用林町'が存在していた.現在
でも約26，OOOhaの普通共用林野が， IlJ全体に広範
に分布する(第3図).これは住民が山菜や茸など
の天然物を採取する林野で，現在ではHl}がその利
用権を営林署と契約するが，実際の利用にあたっ
ては従来の利用慣行が重視され，部落の専用利用
に供せられることが多い18) すなわち， 共用林野
は一方では，住民の伝統的利用権を保護する側面
をもっている. しかし，共用林野は{也方では，住
民に国有林を保護管理する義務を課す.そのた
め，その利用(，ζはさまざまな規tWJが伴う.
1942年頃，小国の農業生産の諮問題を検討した
斉藤もこのことを指摘している19) 彼は， r明治
ノ I 35 (1902)年頃までは官有地の無断開墾も寛大?と
喜多 国石共用林野
-ナメコ栽培貸付地
第 31盟 小悶IHTの国有共同林野とナメコ栽培貸付
地の分布
許可され，米・ソパなどの収益もあり，村民の経
済生活は決して憂慮すべきではなかった しか
し，t斬次取締りが厳霊化せる結果，無断使用は全
く不可能となり， 生産活動のためのさまざまな弊
害が目立ってきた. Jと述べている.つまり，計
画伐採と植林に伴 う管理強化や国有採草地での火
入れの禁止などを通じて 3 音1)落自体から生まれる
経済活動v;t大きく制約されることになったわけで、
ある.
資料:小国営林告の資料より，斉j渠功-市南
女ーとともに作成
また，小国には入会山として利用されてきた民
有林野もある.これは近年では植林されたものも
多いが 3 かつてはその多くが薪炭林や採草地として利用され， 国有共用林野と同様の機能を果たして
きた. 1]Xel; 4図は，I日}有地の一部〈部落への慣行貸付地))部落有林と共有林の合計で20)， 入会的に利
用されてきた氏有林市積を部落男IJに示したものである. 南小医!と津川に多いパターンを示している
が， これらの総市在iは尖に13，400haに達し 3 これだけでも私有林面積の 3倍に近い
このように国有林と入会山の広範な存在は， 住民のさまざまな山城利用を共同体(1悦生格の強い，か
っ粁げj文的なものにとどめる大きな条件になって きた. しかし，1960年代の高度経済成長期を境と し
て， /J"I主|山l'IJl住民の生活様式はさまざまな点で大きく変貌し，山城の利用も変化してきた.そこで次
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/a'"; 4 !3K¥ 
近年におけるブヅ;fi¥:III~:;) の 1I1域利j干jの変貌
に?近年のいくつかの特i~&I~I!引に LLi J或手um を概主主してみよう
百近年の山域利用
日1--] I主i有林間・の手U)刊
伝統的なj主i有林野利用を引き継ぎ¥ しかも支経済成長期以降も特徴的な， し、なむしろその問に急
したLI域別として，ゼンマイとナメコの採取が挙げられよう
1) ゼンマイ j采JI支
でいつ頃からゼンマイ際取が行なわれるようになったかは不明である. 自給食料としての採取
はくから行なわれたらしし、が， ゼンマイが商品化され，小国の住民の経済活動として意味をもつよ
うになったのは明治末頃からといわれている. 1937年頃lζは3 それは生業としてかなり重要な地位を
li i めていた21) 第二次 lll~界大戦後， 1955:，Qミ頃から，消費生活の向|二lと伴う
成長した22)(第5図).
15 
? ?
10 
1957 1960 1952 1965 1967 1970 
tg 51玄iゼンマイとナメコの生産主の推移
資料:ノト|主]OIT勢変!siなどより作成
ゼンマイの探JI支は， 5月初旬にTFTLJで始まり， n日もなく奥山に移行し， 5月末、まで行なわれる.か
つては 6月初旬まで統けーられ， このli与nは1仕事で忙しい1初出でもあるため，ゼンマイ保収以前に問
団こしを済ませ，採取後， itかき・ IJlj:i自をするよ日二主されていた.現在で(エ、青苗機や13=航機の
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導入によって田植時期が早まったが， I司1¥寺に省力化も実現し， I lj:~自とゼンマ イ採取は家!点内で分業さ
れている.
ゼンマイの採取は， 滑りおや福島県などの他の地域と同様に?宿泊とilいの二つの形態で行なわれて
きた23) 両者ーには伝統的な採取区があり ，互いに淡合しないように配広されてきた. 百/)1宗としての採
取区は，大字界で決定されている 5月初旬， この付 近ーではブナが芽吹き始める.そのブナの業の色
をみて，スノ山 (UJ菜とりのiJ_j)入りの 日を決める.宿泊の場合， 4月下旬から資材 食料を)iliびあ
げ3 スノ小屋と呼ばれる小屋づくりを始める. スノ小j屋歪l十は、コ土j主:ブオ'("常;
に建てられる仮小i屋歪で、ある. 設(置室宣~j場揚如J所珂は' 探]収反の{使史' エ平F-J坦宜j地色であること》 日当りのよいこと，水流が
あることなどを考!をして選ばれており， 各{個問人の設置J場弟所は伝統 I~的灼|内qに三淀Eまつている.u山Jjに入るのは，
一i判!何司からおり人(男1性)1人ともみ人(女i性生)1人の 2名でで、ある 各戸がj採采l板反するu山J幻-'1.
でで、あるが，実際には慣例|めな「なわばり jが存在する24)
お り人はゼンマイを採取し， これを 11:]に午前と午後の 2[fI1，小尽にわ1ける.もみ人は小康でその
わたをと り， 3階級に品質区分をしてわらで料り 3 灰を入れた鍋でゆでて， 冷水で冷やしてから廷に
広げて乾佼ーさせる. この間に品質をよくするために，何度も〈一般に 7凶〉手でもむ.天:1:] 乾燥が一
般であるが， 雨の日などはかまどの上に金網をひいて弱火で乾燥させることもある.天候によって異
なるが，乾燥には 2，._ 4日位要する. こうして完全に乾燥したものは，生ゼンマイの10分の 1に重量
が減少する.その後p 家に運び，麻袋に詰めて入梅前に業者に売りj皮す. おり人は個人授があるが p
1 8 で'40~80kgの生ゼンマ イを採取するといい ， 約20E:] 1M] LLiで生活をして，で80，._150kgの];吃ゼ
ンマイをつくる.これは 3 最盛期にはこの地域の 1ha弱の水田に12.s敵するl収益をあげたとし内、25)
1970年頃には50以上のスノ小屋があった. 通いのj場合は，早朝家をtl:'，て夕方まで採]1記し，それを自宅
で夜 9時頃までかかって処辺する.採取する沢は， 協議して時々かえるとともあるが，宿泊の場合と
向様，各採取者のなわばりが暗黙のうちに認められている.
これらのゼンマイ採取は，五味沢や長者原など， 荒川lと玉川の上流地域でとくに盛んであった. し
かし，最近では他の震用機会の増大， 家政構成の変化や、あるいはゼンマイ係坂は危険な重労働で、あ
ることなどから26)， その活動は急速に衰えてきた〈第5図参照). I~I 家用車の普及なども杭!まって 3
1981年に宿泊でゼンマイを採取するのは五味沢に13軒，石市に 2iHl存在するにすぎずp あとは全て通
いで、ある.その採坂活動は， 次第に高齢者の小遣い稼ぎのような'1):1名を帯びてきており，代わってよ
そ者がう町に入山料を払って， 行楽と 実益を兼ねてゼンマイ を j采取する例な どもみ、 られるようにな ~)
てきた
2) ナメコ生産
天然ナメコの採取は 3 小国で}立大一正初期の ifiii[ß~i製法の埠入頃から行なわれるようになったといわれ
ているが，鉄道が関連した19361:ミ頃からiMf-2えした. この頃に機械を家に俄えてナメコの j祝日;~i製造に従
事する家が北小国だけで10戸ほどあったと い:)27). 1940年頃にナメコの校日に成功し 2 第ごj大1LW大
戦に よってーil~F/fて探ーとなったが， 19551=1三頃から再び急成長したく第 51玄l参照).ナメコの係J/支や栽培
は，昭和初期から1960年頃に至る11は木炭についで》 その後は近年までゼンマイと共に 3 ノト悶のuJn
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口机ワラヒ lil
o 5km 
j庄{I二におけるブナ;:lhLij;、jのL1.1域手IjnJの変引!
とされている(第21ミ). しかし，王な状態では10aあたり300kg位の1j児島:があると
わiして;Jすり，実IJfのはこの数促iー をかなり上回るものと考えられる
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小のワラビリFi，の 現在約1，100haに達する. ワラビ野の分布をみると 61辺)， 4 ha以
下の小別検なものを除いであるが 3 それらは小田 IHTの中心部から10km以上i~H~れた地域，とくに各河川
の上に多く分布している. 小田木村の伊{~;~~nJiには 100haにおよぶワラピITl}があるが， これは全く
*1リj文|杓に利jご円されている荒したワラピU1である. LJ菜は経済林が育ちにくい所でよく繁茂するといわ
;flJているが 3 wむこ述べたように共同利用の林野面積が広いうえ， 1975年まザで、小[slI:=1
JL.¥i'mとの冬季交通が完全に途絶するような地域であって， 造林事業も遅れた地域であった.
ワラビ栽は， ワラビ ~Uむの野焼きをしてその後に成育するワラビをj采l反する
対立であるが， mf焼きをしたり， )、iJ払いをしたうえに肥料を施す肥j;;:~ ワラピ堅?治::1976:;=r'-頃からj主成され
るようにな Jげ'こ. これは?北小i五!の針生平に 5ha，南小I~の樽 iコに 20ha ， i'll:j 1の新肢と河原角lこ10ha
ずつ存在するが 3 全て告ワラビ I~JI として利FFJ されている(第 6 閣参照).
ワラピDl}は，よそ者のM，[1引采1;<をlUj もあって 3 られている.かつての探平地や
かやj易のうち， ものがワラビ野として利fj干されているjっけである. ワラビW}は，
の(頃会;iの緩やかな分 500m以 F) に位置するものもあるが， 多くは河川に国し
る. こ~~し l 立， ワラピ く， JlEiJ.、で，とくに保水力に富む地によく繁茂するためと
えられる. 日照はそれほど多量に必要としないが， ~主党の場合，一般に成育が劣るといわれ32)，日のあ
たる斜lfiにつくられている.大規1!英なワラビUl}は (100ha)，ノトヨミ)1 (80ha)，片貝 (60ha)，
(60ha)，五味沢 (50ha)，ノ?山・尻尺 (50ha)，大石沢 (50ha)などにみられるが， 1O~30ha 
ものが多い.ほかに，
は一両もえ おおわi~し，
ごく近辺にも，小規模なワラビり!}がみられる. ワラビ野は， 夏に
らは牧]草地のようにみえるが， Iぬ駄にはもて茶褐色になる.
2) ワラピy!}の利用Jf:?1.岳
ワラビUFI'は，かつてのJ未草地やかや場につくられているため， その経営・信はi刊誌によって行な
われているものがほとんどである. 北小毘!の石Iむと川の沼沢・新il支.大石沢ー [=:I子沢には共有地を
よって経営されてし¥るワラピ野があるが， 他のワラピU!J'はその地がIWf有地の貸付地
であれ， あれ， 1iJれも
ワラビU'}の一般的な造成法は， ワラ
の場合，火入れ後約 1週間jから101:] 
ができるよう調整しながら p
JVJに，よそ者が無1)[でワラビ
行:1た況をみながら，
それに近くに
lこ迎給する lilHJ'fき
ワフヒ
ある.
その í~1 生地に火入れをするだけのものである.こ
ることができるようになるので， その!日)fこi丑
は5月15，._201-= 
るのを防
きを行なう こし:立}日=lj直[Ij片手jの
もある. 火入れ [1は， {i'雪の状悲や作業の進
予め 1週間のli日をλて，IHJ 
p 大入)，しのをEj:J話しておく. 実施日には，
]戸から 1人でる に一
れにあたる33) 延焼を防ぐため， JfiJ 1;[を2，._ 5mほど刈払い， けるが， こすしは吉行もっ
なヲておく場合が多い.火入れは， J副投ある1;、(土j示VIてからわ二なう.
?? ? ?
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日1¥/存j廷の総意でtJと定綜JI支のおFJ始 1:-'と終了 l二，~::l: ， 6月末まで続くワラビのJ采取は日刊直後に始まり ，
j采J I支1I~f:lIJI くよ~=，- jlリ 14 1 1お(うる い採取人数 (]戸2人まで〉部落によ って若干異なるが，採取日される
iJ山1与の f~1~人は実質I'I)~~こ 201]1立J采I支するまた，は 5n寺から午前1011~î:まで〉などに |刻する決まりがある
こ~'しらのしかし，;刊誌からI:Uた人は 5[:1に1uUI決される といった決まりなどもある.ことができるが 3
自由にj采 l反するところも JJ~~つれてき fこ. J采取次第に意味をうたい，規定は近年の就業の多様化に伴い 3
25cm以上のホ タ ( l~m ~二〉になっていないものを採取するには，老人や主婦が従事することが多い
個人によ って能;名カ~ h;~ な る普通， 採取開始後31寺山位で引きあげる.暑くなると労働がきついので1
1人で 1日20_，40kg採取する.野焼きワラビ野の場合，採取終了後， 3・2年の火入れまで欣I'iRする刀〉，
次第にワラビの品質が溶ちるとい う1う~
ワラピの発まず ワラビの発生被皮の l向い I~I 生i也:を選ぶことから始ま る 34 )}j巴培ワラビ野の造成は，
t ニじ雑草が多くなる 6月初旬と 7月中旬頃に，2'"'-'3年これを施}j巴管辺lする生を促進させるために，
3 :1'1二面刈払いを行なって肥料を泌す.肥料は，10 aあたり 2袋 (40kg)のJ未来ヵ 肥料を投下する
探取引j始 |ヨは天候によっ て影響されi可じ方法で管l盟する目から 4!r~三自に収穫でき るよう にな るが，
成長の度合いをみながら，3 r--J 5 E:Iおきに採J医する.養分のその後，5月25日頃から始まるるが，
必要な場合にまたワラビが|頂くなること もあって， 1*11支は 6月末で やめ る.蓄積をはかるためと，
Jl巴培ワラビ日l}では火入れをしないのがは，融雪後のワラ ビの萌芽I1寺(5月上旬〉にも施肥を行なう
たと えば来月股の豊里 ワラビ栽培組合のよう に，農作業との劣'働力の競合を避け る 1~11杓一般であるが，
5月l:j=1句に雑木のtj!f:!Lいと施肥を行なう といっ たが1]35) もあで，
肥培 ワラ ビ野では採取 日数 ~i 10 日前後であるが，基幹労働力
それ以
る
と斐のF'iブゴが採取に従事する ことが多い.施}]巴の効果は，
前の収穫量のデータがないので不明であるが，発生率がふえたう
持口ワラピ闘の観光客数
(1981年〉
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第3表
ワラビが太く ，質が一様になったという
〉??
多くは山系統i土日fjされるものもあるが，j采取され7こワラ ピは，
津川iではほとんどが農協を通菜のイ11Iヨ商に生のまま販売される
マミ叱i、1.1.1
i1叶ゾtIj~11\'iJ した系統出荷であるが 3 他では多くが個人!=U{'I~J で、ある .
と個人出荷の;!司令は，小国i1lT全体でおおよそ 2対 8と推定されて
系統I:Uパ苛の場合， 1 kgの束にして，4 kgの ~:m に入れて!土日Ijいる
業者に販売する場合，2 kgの束にしてその まま波す fl反するが，
イ1:1貿業者は，小田売{iflit各は，1980年に 1kg200-----300円であった
米沢市などからも買いに11形TI:TITJーからだけではなく，新潟市
その数は， 約20人といわれている.さI:=-で、売り残したワラビくる
n 
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? ?????
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??
それピニール袋にijiめかえ，は，オミのj舎で ] か月ほど J1~;ï践にし，
をさらに 1斗協に詰めて迎宣販売する43 
このI;IJ:JU)には労働力の集
そとで1976年から入山平|をとって，制光客に自1::1に
ワラ ビの採取は繁J切にあたるため，
1=1:]がiOxしい
資料
近年におけるブナ帯IJli'すのはl城京J)刊の変貌
ワラビドf りをさせる観光闘がふえてきたお)入山*-~I は， 198]年に日f'焼きワラビ野で1，000円， JlE培の場
合1 ， 500~2 ， OOO円であった.矧光客には害を与え， それより長いワラビを自由にほ較させるが，ほ
とんどのワラピUl}では，地元氏が採取し終えた午l?jiI101#号lから，をiHlJI浪して観光客に開放してい
る. 1シーズンで 1，500人{立の観光客を入山させているワラビ閣もあり 3表)， ワラビの成育の関
係から毎日入11させることができないのでp 現在では[j:1し込みに応じきれないという.観光客は県内
存地からのほか，新潟・市応・ 11η27などの都市ーからくるが 1:帰りがほとんどである。このようなワ
ラビ狩りの観光客数は， lilJ全体で 1万人近くになるとみられている.
1Y--3 近年のi-!_JJ1J兄弟jJljの
以上， この章では1960年l表以降の山城利用をみてきた.その特徴の一つは 3 一1寺， 1上i菜需要の増大
としてゼンマイとナメコの生産が急)瓦長したが， 〕;去近で、は{也の伝統的11或手lJ)二百と同様，
してきたことであった.これらは， L況に述べたように国有林を利用した経済活動で，その衰退の
の原|主!が千七氏の{Wlにあれ，
uDiにあれ，小田のUJr!日注氏の「国有林離れ」
とみることができょう
実際，住民の伝統的なLJ域活動の哀退とH引じ
するように J 1960年頃から国有林ITrにおける
に行なわれるようになった
ノトi君は広大な林野間積を拾えながら，交通条
件の改良がJaれ，人工林の造成はそれまでほ
とんど、行なわれてこなかった. 1960年以降7
100r---'300haのスギの造林がなされてきた
(第7悶) • 1970年に入ってからは?林業構
とし
2，600 ? ? ? ?? ? ? ?
?
??
，，?????』??』
2，500 
20，000 
保育運積
て， 1ミ有林においても に対ーする関心
がまってきた.その結果，人工林率は1961
は6.5%にすぎなかったが， 1975年には
12.6%，現在では20%近くに増大してきた
この造林事業の ついては後でふれる
一方，伝統的な1rJ或利用が一般に弱化する
なかで J LlJ士fu利用の新しい一つの形態として
ワラビ併が手ì~(~ してきた.そこで， ここでは
ワラビ!H}の成立と j到する若干の条件を
ることによコて， J_jJJ)j日手!J)羽
しよう
ti47図
??
??人文士むlJjl や{I)f}t; /124 
ワラビの)戎育に j自し た 自然J~~lJ党佐?とず，ノJ"I設におけるワラ ビ野の成立と発達を支え る条例こと して，
もIJ:)らカ斗こさjしてし、 ZJ必ずしワラビの自生地がJi足斗けー る.EJUj]=jについては，挙むずるこ とができょう .
-t i二年平均1¥年水Jit(よ年三F':J勾会LiR泊三 10.90Cで'JHiJ:'辺j忠JlJXにj七しli;:ijJilで，この地j或は，わLゴー ではないが，
3 ， 132 .6111 111に達し ，と くに降雪が多く • --I[l引こLI;京成育に必公:と される条件にきわめて点 主れてL、お
r;ブヒjこj京rl::/の有機J兵:の分併を平め， Jl自伝な j-.tNをつくる -I)ilとなる雪?立その保温効果によって，
し/・l_ '¥ ことが必三!ぐといわJしてし¥るが J卜1，1:.1，1)，(水力にニL:.t&がj従く ，比較的Jl巴jλで，野σコJ1え立には，
~f 郁子干の条f! 1 ーなこの点でもワ ラピI}のJxi'( = に南部の地域は安山岩14の はーそで水もちがよ く，
備えていた
ノ!:.JYょするすることノトトEIはi!iくから良 j託の'jliこれらの自然条利二はUlf'卒の)jx宵にも過して.ic;り，
主fこIm]3DJ血J!Nのかつて各農家が巴を獲得すーるのに必斐不刈欠なもので，j采]草地lt，矢1られてきた
小 I~k!，二小r~1 には広範に J采/~\上位がイチ有: Lていた農家が良質な野草Lを求めて買いにくることもあって，
/ょと(こよ2 ， 000haを J也え る共手j・f;~lTJ: j 出があ っ た とし 、う.しか し . 1960{I二頃からの化学J巴本|のは，
Jとjしが1:li平1・jιぐはな く，この広大な採草地の不F/=J化 と，採草u自のほとんどは不1+1になづ 1こ"I '-， 
H:Jえの係市 J'~~;finl の絞ずなオプthワラビ的成、'/-の jにきな条判ーになったのタ七千(j也であ J〉fこことが，
ノ ト1J.~1fこは約].，100haのした LLJ菜 '~.pi~:や制光î' l二 と結びついたわけである宗fJ三， 1960年頃から
全てほ苧H)!，IJ，ij!ぷHiそれはごく í~Rかがかつてのかや場に造成されてい るほか，ワラビ野が存在するが 3
さ ~Gたものである
山村にとっ ていかなる意味を利しているので あ今日 3このよ うに)lXぶした ワラビ虫干は，l_ .， 、7 .-，ペ三二千 c_/コ ¥._， 
その利JFは，必ず，t:J度経済成長期以降に9E達したものであるにもかかわらず，ワラビ聖子lよ，ろうカ¥
地域全体にカ ミカづコどj 何らかの ~\f味が作子1: すそれには，しも集約1'ji~1 なものと はいしサj住い特徴を有す る.
{也の{工、統1'1、JIJIワラビ!ll予を存立させている条件 とも与ーえられるし，そのこと(立，i主に，る;よずである
1960年以降の小IJiIの経済活動トこ|刻する i11l!のうそこでJ欠に，j或手Ij)I-Jの衰退の条件とも:考えられる
いくつかの特徴的な変化をみてみよう 4ペコ，
まず 3 農業は耕地面積が1960年から1978年lこ， l，667haから1，304haに減少したことに示されている
1幾械化なとによ ν〉てri~，I:， f)T[ の改良間場整備稲作v'i) ように，相対的にその意義を減少させてきた.
3J~在で も農業経常の 11 1 心ど あ る~l三 !lft牲の向上に努力が払われ， 米が農業 主主出ifi の約75%を 15 め 3
法2業~Jl生産第lで第二位 ( 18%) を lh める !京J !'FJl l二の詳.~Yil!i と水1:1:1面積そのものさえ減少してきた37)1)ヘ
1960{1三頃か)J巴育はp 良質な草資こ恋まれていることもあって第二次I:IJ界大戦後急述に)i:及したが，
円i1V;が， {L;市f~IYJLJ或平IJそれゆえ 31970年から飼育頭数 も減っ てきた38)ら飼育農家数は減少し，
用の衰退やワラビ野成立の条件とな ってきたとは考えられない
iJJj或利用のーっとして造林事業が活発にな 3たことにつし、てはl況にふ
J=J EEJ
一一ブ5-，高度経済成長期以降p
{以内などのー述の作業:を
~I'，:y ご と に不ji~ltJ l
古!jの十Jけ
営林署は，J.主林事業のための基幹作業!被員37名と定期作業員531'1のほかに，
の休業労務者を躍っている〈第 7!~I参 Jm ).
造林のための伐採れた -}玄い意味での造林事業とは，
合之f"_
森林組合も220人の林業ジ;f先者在抱えている?9)
より少数
まずこ，
うに，近年の造林業は，住民全員がかかえっる伝統的な山城利)刊を京j差させた;ゥ、わ りに，のよ
近年におけるブナ;HflLii、:JのILi域利用の変貌 代'125
のものを対象としてではあるが，幾会を提供し ， 住民を賃労働化する-~~~~を~_\~って き
1960年以降の，-Glj度経済成長は， さらに大きないくつかの変化をもたらした.すなわち，
二次産業の拡大をもたらし， また道路や/j:_JI'(~~i~J，ilfr の絵 {11/戸I~:業を促すことに よっ て，多くのj起用機会を
+Jf1Jじした ことであ る. その Ý:~'i ~~ ， )j}~家数は 1960年販をピ ークと して? 減少傾向が:xし くな った 4
災).炭家ネは，第二次W-_界大戦前には80%をj也えていたが， 1955年には約505ちになり， 1975年には
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40%弱にまで減少してきた. さらに 3 と第 一回兼業農家が減少する第二極兼業農家が
lfnj)flし兼業の形態も大きく変化してきた. 1955年から1975年にかけて，兼業民家のうら， ，~営兼業
(士約55%から僅か4%に減少 しアこが，常勤兼業は23%から48%， I~U稼 ぎが 2 %か ら 14% ， 人夫 .日j厄E豆:川
1旅長業が2却0タ%から3お3.5%へと I明:目~jj引加JI川1I し:た/七二 とくに t日凶出j日臼~l f稼家ぎを行なう i農農家は， 短j期切のものも合めると， 19701年f-三
には総農家数の2却9タ%， 1975年には22%，1978年に20%にも達する.このようななかで，若年労働力が
流出し，1960年以降人 仁l の老令化が著しい(0f~5表)• 
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このように，第二次 111:界大戦後の I\: :J 度経済r}tJ~!ι . 住氏の所得IfTJ:_の意欲と結ひついて， 一一方では伝
統 ，:，'')な形態の衰退や変~íi を 余儀なく するとともに ? 他方では，ぞれが不安定なものであれ，多く
の原iTll幾会を NH)~ し ， むI:Jミを賃労(肋イヒする%;)1:リミをもたらしてきた.このことは， /~三業形態を多倍ミ化さ
せ p 共同体I~(';))江主艇を崩壊させたばかり ではな くγ 一般:こはLI間集誌の仕氏の農業や山地への依存度，
とくに@!有林への{衣存J32を一層弱めるこ とになった. それはさらに，人口の老齢化などと相まっ て，
入会林 ~iÍ'では過波 ':1引こ， ワラビ!l1'という山城の判}jjf' :1句/1.利 FF1JI~ t，さを :l'13J~ させてきたと考え られる
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第 6 表は?玉jl! と荒川の上にある小玉川と沢を例~': ， 各の生業の組み合わせをみたも
のである.繁雑さを泣けるために， 主たる家主1-支持者の生業だけを示してある. かつては ~I\î集と
?
?? と11J或手IjJ羽 ら成っていたが，では各日;のた形態は多
ある. ノトヨミハiで，V;:l:成主 o品作とi主]LI二
t{~ 6 jlミ 山1:'J集誌における生業の組み合わせ (1980)
生業のおi合わせ ノト王 )1
品業十 Fl雇い，林業労務
t主主主十t:f'，fまぎ
11* 
16 
6 
2 
t業十勤め
1 
4 
0 
5平市
4 
民文:
恒常1'1サ~'V)め
その他〈年金生活者， 1位戦など〉
25 37 
本 このうち，さらに大コ:職を組み合わせるもの 1
このうら，さらに 1']，託業を和み、合わせるもの]
資料:出家名目?と1980{j三1月のIllきとりによる
よって行なわれている40)
Vおわりに
我々
飼育〉
せたが多く ，'!L味沢ではさら
にU1隊ぎを組み合わせたものが多い. 七
た， ]i1u集'1容とも，兼業であれ，専業であ
:1 G， '1百常，yったr初!とわに従するが， そ
;十しそJl， 9 Jゴと 8j-:Iにのぼっている.な
お， ワラビやゼンマイなどの山:菜採集に
全く事しない 1 1I:帯 ~i，小玉川で 7 )ゴ，
五l床沢で 3 るにす;ぎない.
老人I)~ 
おいて，ブナ帯山村の特性を明らかにするために 3 山形県 を伊IJ(こ，統，'，サ
なブナの生業形態， とくに山j攻、利用とその変化を検討した. ;l年の変化としては1 近年のfil徴
的な土地利)jlの一つであるワラビ野を中心lこ~文りあげ， それを通してIlJJ或利}i]の変税とその地域的立
i床を考察したもその結果，以下のことが明らかになった
ノト lさl は 1~1 ?公的にはブナ花:1こ属するが， この地域の住氏は，かなり古くから水EIにおける稲作を中心
に牛業-Tí~法会つくってき iこ. しかし， 耕地は狭小でで、，厳しいi自主然のためt浪2業の2ゴ生jト七宇今
るの;にこ， 実にさまざまな形の山城の利用を組み合わせてきた. iJ_jJ戒の手IJI'Jは，訪のぼ
J1支，木炭の製造， IlJ菜・茸;Jj.木の実の採集， 木やつるの加工， j守猟，あるいはかやや千
どを含む広範なものであった.これらのうち， いくつかの山域利用は現金収入悦として主主:であ J
た. これらの多係な山域利用を可淀にしたのは広範に分布する国有林と入会であったがp
は，そこで、の活動は国有林の利用規定やさまざまな共同体的規定に基づいて行なわオしる活動で， 概し
て自給的性格の強い 3 生産性の[1&いものであった.
しかし， 1960年以降の臼本の高度経済成長は， これらの伝統的 を大きく変イヒさせてき
た. 消費の拡大にう山菜需要の増大が， ゼンマイやナメコの!生J主三j産2立主liを一i時山は主与0:引:
み、らjれ~たが， 高度経済成長に伴って 3 一般にiJ_j地， とくに国有林で、の伝統(1'げよ手UHJは長)1さしてきた.
なぜなら，高度経済成長は， 住民の所得向上の意欲を招いたばかりでなく， 3JJ に 2む二次広栄r~'llrIIJ の j広
大，あるいは道路の改修や生産法の整備事業を通してp 多くの鹿;:1と川混合を供し，作j誌の就業形態
を多様化させy 結果的に従来の共同体的基指を崩壊させ，住民の農業や，1Jむ~の依存度を弱めること
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にな ったからでああ， 11JDJ(は 本イヒされる{頃iI:iJにあり 3 住民を賃労働イi二するー誌を担っている.その
よ 7ななかで， E(不1・の山lH}， とくにかつての共有採草地を利HJし1・こワラ ビ里子だけは， 化学肥料の普及
によるj采j'i
J
(士山の不j干!化などを授に急JiElこ発i主してきた これは， ---[ij支トこ ~JUjYIYJ な IJI J1iX利用であり，
人仁i の老齢化?な ども~;目立ゥて J互:1f-の一つのfill 徴的な山地の利用形態として定着してきた ごく最近
では肥料を投下して ~t_Jl'i: 'I~t を 1 :' :1 め， ここに仰光客:を導入する集約li;)なワラビ!日Tもみられるようになっ
てき た. この新しし、 ワラビリlJ'経営は， かつての山村の生活様式の法木|約特徴を受け継ぎつつ 3 1171の
低 |ごや資の 在IU;ぐばカミりでた <， )iJI'iもIのj(iJI二や!{iHJ被会のJ強大に もf許与することができ るもの
JUJf与さjしてい る
以上のよ ')に， ブcナ'1H:J_L!十!とい ウ白然lzi克のなかで形成されてきたさ1:.業形態は，生j羽生は低いが，
LiJ}Jj(を多角的に出)りすることによってj丸山:してきた. しかし，近年の14度経済成長は，そのような伝
記:feIY'Jな手iJFnをも はや許さなくなり， I.LJ j)j(の利mを強化 ・11門イじする必要性を高めてきた IJJ有林が多
いこ ともあ コて，林業ゃれツラピ、闘がそれを実現する l:j:1核と なりえるかは疑問であるが 3 小国は:gt
干し その可能性をボめ しつつある
本怖を作成するにあたり，フ'ナ;lg:M究会の皆怖から多くのご教示を頂きました，筑波大λ/の荷j係功氏からはいくつ
かのお買な資料をJlfJlして凶き， 1.1林IりL rlïT~';U~ .-- (現・鳥取大学〉の両氏には現地調査のr>fi{，JtlJ力を何ました.ま
た，山形県1'fíI立却の{)fjj索 l日il 夫氏，小[f~IIHJ 役場の松 ILI 修，小型)引j一一両氏ら 3 現地の多くの方々から fín 々のW~h とお重な
ご教示を [民きま した.とくに松山氏には，現地~ûl;J査のたびに多くのことを教えて頂きました， ~[苅には，宮坂手11人技
rf， I~j; 立 't:' 斤に ßrJしては矢う 111 1.1 山一昨 jえーのお !Il: :l;f; になりました.調査にはf;，HUfJJJ:総合A Iフrブ花:における生活文化の生
時j世1H!")'イドJfiJf究_l (代長者:Jlf }~T学芸大学教皮， ib川純夫〉と，一般研究C Iわが I~における夜通のイノベーション
と地域経済のl主j係に!対するj山IW/・I'i:Ji万究J (代表者 :筑波大学教授，奥U1}[後史〉の一部を使用しました ここに 3 心
からお干し1[1し上げます
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く，各i~:家のí~~1(IJI林脱税が零細なこともノトn~l lI l] の林
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40) 安によっては 1Ll:;fV，ヨー ;がワラビやゼンマイj)¥;Jj出乙1;(
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った.
Recent Changes in the Utilization of Mountains Located 
in the Japanese Beech Tree Zone 
--In the Case of Okitama】Oguni，Yamagata Prefecture-
Flideya ISHII and Shozo Y AMAMOTO 
Oguni-machi of Nishiokitama-gun， Yamagata prefecture， situated at about latitude 38 
degrees North and longitude 140 degrees East， is in the Japanese beech tree region. This 
regioロisa type of deciduous tree belt where the Japanese beech (Fαgus cγenata) is 
either a dominant species or will possibly become the doロJ.inantspecies of a climax 
forest. These trees are found mainly in the mountainous regions of eastern Japan. This 
region is blessed with abundant and useful fauna and flora， which have an impor-
tant role in people's way of life. simple wめ'sof utilizing these resources 
such as and gathering once played an important part in the econ011l_y， 
these activities have dec1ined， either being transformed or even abondoned， due to the 
introduction of rice cultivation and sericulture and Inore recently to the developlTlent of 
tourisηJ. and truck farming. However， the principle of using mountain resources and moun回
tain space， which cert引n1y was the basis of the mountain villages' wa)' of living in the 
beech tree zone， m，ust stil persist today， despite its importance， while new 
forms well adapted to the new conditions are to be established. 
From this point of view， the present paper will examine the transformation of mountain 
space utilization and its meaning in Ol<:itama-Oguni of Yan-lagata in orcler to 
elucidate characteristics of the way of living of mountain in the beech 
tree zone. 
Subtropical pacldy field culti vation h日slong playecl the pivotal role in Oguni's livelihood. 
However， have had to use various mountain resources to supplement their living， 
since the limited availability of afable lancl and severe cliuwtic conditions have kept 
agricultural productivity low. A_mong these were the of firewood， mountam 
mushroonls， nuts， harder brush anc1 gramineous grasses (たαyα)，and hay， along 
with cha1'coa1 production， woocl anc1 vine and hunting. Some of these V¥1erc 
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important as cash income sources， whi1e sel:f-sufficiency and 10w productivity character僻
ized other activities. Since the region's forest is either nationally owned or communal， 
rules for the forest utilization are either nationally or community regulated. 
The high grmvth of the Japanese econol11.)T since 1960 has drastically transform.ed the 
traditional way of life. Conventional use of七hemountain resources， especially of nationa1 
forests， declined in this period excepting some cases of mountain vegetables such as 
flmvering fern and nαme!w (a type of 1TlUshroom) i;vhose demand was， at a time， expan-
ded by growing consumption. The high level of economic growth， v，lhile helping people to 
heighten their desire to increase their incon~e ， encouraged the expansion of the second-
ary industries as i^lel as public works to irn.prove road and other infrastructure， whicb 
provided them with neiV employment opportunities. Thus， the employment structure 
became diversified， the traditional communal basis for villages eventually collapsed， and 
villagers' dependancy on agriculture and moはI1tainresources decγeased. Most mountains 
are now reforested with treesが
Under these circumstances， bracken cultu re has developed rapidly in the privately-
owned forest land， particularly in the conuTI. unally managed former grass cutting and 
gathering areas which fell in tu disuse due to七hedevelopment of chemical fertilizers. This 
extensive type of operation just to increase yields by firing the land of bracken's vvild 
g了owthhas recently been firmly established as a peculiar form of uti1izing mountain 
space in this area. This ivas especially vlelcoTDed due to the aging of the population 
More recently， some bracken producers intens ified their activities by applying a fertilizer 
to increase productivity and by attracting tourists 寸his new type of bracken field 
operation， inheriting the basic principle of the traditional mountain way of life， is expec-
ted not on1y to prevent the deterioration of the 弓uality and exhaustion of natural 
resources， but to contribute to an increase in income and expansion of ern.ploym.ent 
opportunities 
でheform of livelihood which evolved in the natural environment of the beech tree 
zone was characterized by 10w productivity as well as diversified utilization of mountain 
space. However， due to the recent high level of economic growth the traditional way of 
usmg mountain space is口olonger viable， intel1sification and specialization have become 
indispensable. Although it is not certain at this moment whether or not fOI晶estryand 
tourist-bracken・gardenscould bring a solution to this pγoblem， partly due to the existence 
of extensive national forest， Oguni is now groping for that possibility. 
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写真1. ゼンマイ採取風景
ゼンマイの採取は，5 JHO日頃
から始まり 5月末まで続く .お
れ?IのJ;i)合，LLiに入るのは，一般に
-illTからおり人(男性) 1:f1とも
み人(女'f{1:)]名の計2名である
写真は，もみ人がスノノト岳'のlIijで，
j)ij Iゴ以i)iに係J[えしたゼンマイ を17i
燥させp 171質をよくするために手
でもんでいる場開である
〈ちて i江抗{)iJ: ノトf1111l Jf9JJ~)， 企図開
発課， UI二!政幸氏). 
写真2. 雪国いをした農家
(J980jV-1月〉
この付近の出家v"i，仁1:lfJ:li主りが
一般である.写真はm雪山直iijの
さr瓦であるが，家のJTIfI聞にかやの
宮図いが施されている.かやは犀
1Rをエi;くのにも利用されるため，
雪IlIlいとして利用された後，大切
に保存される.近年で‘は伝統的な
出家建築が少なくなり，近年では
このような辺倒もあまりみられな
くなってきた.
写真3. ワラビ!ilT景観
(1979:(下8月〉
rl:1央部の外国，牧草地のよ うに
見えるのがワラビ別である.この
斜面は前向きで 3 ワラビ tl!}は一般
に， 1::1のあたる斜面につくられて
いる. ここはかつて，小玉川の長
者原の共有係草地であった.ワラ
ビU'Tは， I~~駄には茶的色の荒涼と
した;日間になる
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写真4. 時友の ワラピWI'
(1979{1二sF!)
年自は，小玉川の長者民(:!4U在に
I ;>~ì j安した，かつてのかや場をヰdJJTI
したワラビリ'}である. U 'l1J'，i~ きワラ
ビリ'j.で，火入れをしただけーで写:n:
のようにワラビが繁茂する.Tti 
では!I)I;(ではないが，かやがiJMr
している
写真5. フ‘ナ林の{えJ采H，l;[
(l981{1二7J ) 
小1は広大な林町日[バ1'(をかかえ
ながらも ，交通条1'1の改良が遅
れ 3 従来，林業はあまり時んでな
かった.プナ林は， tjr;)~Hなどと
して少しずつ利j刊されることが多
かった しかし近fドでは， )Cm棋
な Ix:j* ・ jlú i~<!;jr ~{が h:なわれる よ
うになり ，それは市rnl援会をiXiJt
し ， 十uてを百ヲ~. H~)化す る -- - ZQ を 10
っている
写真6・ ~ 1 二 I{ ・ ~ I ~ (~fï !J~加の 3ij~uIi 
(l981{!'-7 PJ) 
1960年以降の目度絞済成長は工
業のl広大をもたらしただけでな
く， J江路やノト:_j)・(:~j~~~l~ の 1ih: Wi を íJi':す
ことによって， 地元住民に多くの
JiUT)機会をJXiJtし， とJ:.(i1-i t'l~ 式変貌
の大きな併し動力と なったヲ:1主
は，以1;，';)付近の改修されたiE路と
岡jM性Nliの行なわれた水IJ]を示し
ている:'主方の11:1央rmにワラビリq
がみえる
